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おことわり 
行政刷新の具体策として、従

来の「金木だより」 を今月号か

ら「広報かなぎ」 に名称を一新

しました。皆様と町を結ぷパイ

プ役として、これまで以上のご

愛読をお願い致します。 

尚、ご意見・ご感想をお寄せ

下さい。 

鷺かなぎ 
編集と発行 

金木町企画室 

青森県北津軽郡金木町

大字金木字朝日山 323 
電話⑩ 2111 内線240 
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今日から私たち 

 

年生 

 



	 "lIIIIIImm川 広報かなぎ ② 

豊かな住み良い町づくりに 
平成4年度一般会計予算 

4ロ億3,477万7千円 

国 庫 支 出 金 
270,432千円（6.7%) 

県 支 出 金 
213,976千円（5.3%) 

地 方 交 付 税 
2,026,800千円（50.2%) 

町 	 税 
629,089千円（15.6%) 

町 	 債 
404,400千円（10.0%) 

予
算
 
概
 
要
 
予

算
編
成

方
針
 

平
成
四
年
度
の
町

一
般
会
計
予

算
は
総
額
四
〇
億
三
、
四
七
七
万

七
千
円
で
、
対
前
年
比
二
億
三
、
 

二
三
〇
万
九
千
円
の
増
、
六
・

一

％
の
伸
び
と
な
っ
た
。
 

歳
入
の
地
方
交
付
税
は
国
の
方

針
に
よ
り
伸
び
が
期
待
で
き
な
い

た
め
伸
び
率
〇
に
と
ど
ま
っ
た
が

そ
の
他
で
は
学
校
建
設
等
に
よ
る

補
助
金
が
大
幅
に
増
え
た
た
め
に

国
庫
支
出
金
が
七
四

・
六
％
増
、
 

県
支
出
金
が
三
九

・
三
％
増
と
顕

著
な
伸
び
を
し
め
し
た
。
 

歳
出
面
で
は
教
育
費
が
九
〇
・

五
％
増
と
大
き
く
伸
び
た
が
、
こ

れ
は
川
倉
小
学
校
建
設
が
要
因
。
 

ま
た
、
総
務
費
十
七

・
九
％
減
、
 

衛
生
費
十
八
・
三
％
減
は
事
業
の

縮
少
に
よ
る
も
の
。
 

今
年
度
の
新
規
事
業
は
、
川
倉

小
学
校
建
設
事
業
三
億
六
、
三
四
 

岡
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三
万
七
千
円
、
農
用
地
有
効
利
用

モ
デ
ル
集
落
整
備
事
業

（
野菜
集

出
荷
施
設
建
設
）
六
、
八
二
七
万

二
千
円
、
除
雪
ド
ー
ザ
購
入
事
業

二
、
 一
八
三
万
九
千
円
、
野
菜
周

年
産
地
育
成
事
業
二
、
五
六
〇
万

三
千
円
、
 一
般
廃
棄
物
処
分
場
建

設
計
画
基
本
設
計
策
定
業
務
委
託

料

一
、
二
〇
〇
万
円
な
ど
で
あ
る
。
 

継
続
事
業
と
し
て
は
地
域
づ

く

り
推
進
事
業

（
芦
野
公
園
整備
）
 

一
億
九
、
五
八
〇
万
円
、
第
三
期

山
村
振
興
対
策
事
業
七
、
七
八
九

万
七
千
円
、
住
宅
建
設
事
業
六
、
 

九
四
〇
万
六
千
円
、
道
路
新
設
改

良
費
五
、
七
五
〇
万
円
、
ま
ち
づ

く
り
事
業
五
、
〇
三
〇
万
五
千
円
、
 

団
体
営
農
道
整
備
事
業
四
、
六
六

〇
万
円
、
地
方
道
改
修
事
業
三
〇

〇
〇
万
三
千
円
、
水
環
境
整
備
事

業
二
、
 一
三
二
万
円
な
ど
が
あ
る
。
 

現
下
の
地
方
財
政
は
、
累
積
し

た
巨
額
な
起
債

（
地
方債
）
借
入

残
高
を
抱
え
、
公
債
費
負
担
が
年

々
増
加
し
て
お
り
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
於
い
て

歳
入
面
に
お
い
て
は
交
付
税
の
減

額
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
地
方
債

の
抑
制
に
努
め
公
債
費
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
他
方
歳
出
面
で
は
経

費
全
般
に
つ
い
て
徹
底
し
た
節
減

合
理
化
に
努
め
る
と
共
に
生
活
関

連
施
設
等
の
整
備
及
び
地
域
の
独

創
的
で
個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
必
要
な
事
業
量
を

確
保
し
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活

用
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

当
町
で
は
、
平
成
二
年
度
も
黒

字
決
算
と
な
っ
た
も
の
の
大
規
模

事
業
が
先
送
り
と
な
っ
た
こ
と
等

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
な
お
一
層
 

(
 

の
節
減
努
力
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
 

ま
た
、
財
政
運
営
上
は
一
応
の
小

康
状
態
と
な
っ
て
い
る
が
各
施
設

の
維
持
管
理
費
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
、
川
倉

小
学
校
の
改
築
、
地
域
づ
く
り
事

業
に
よ
る
運
動
公
園
、
芦
野
公
園

整
備
等
大
規
模
事
業
も
抱
え
て
お

り
、
基
金
の
と
り
く
ず
し
、
多
額

の
地
方
債
借
入
が
予
想
さ
れ
今
後

も
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

こ
の
た
め
、
新
年
度
予
算
は
経

常
経
費
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
前
年
度
当
初
並
と
し
、
経
費
の

節
減
に
努
め
、
投
資
的
経
費
に
つ

い
て
も
年
次
計
画
の
事
業
で
あ
っ

て
も
再
度
見
直
し
を
計
り
、
過
大

な
超
過
負
担
を
生
じ
な
い
よ
う
充

分
考
慮
し
、
編
成
に
あ
た
る
も
の

と
す
る
。
 

入
 

歳
 



土 
	

木 
	

費 

道路新設改良事業 	57,500千円 

まちづ”くり事業 	50,305千円 

地方道改修事業 	30,003千円 

除雪ドーザ購入事業 	21,839千円 

道路台帳整備事業 	5,000千円 

防雪柵設置事業 	 3,000千円 

桜づつみモデル事業 	1 ,534千円 

住宅建設事業 住宅建設事業 	 69,406千円 

教 
	

育 
	

費 

川倉小学校建設事業 	363,437千円 

運動公園整備事業 	10,200千円 

消 
	

防 
	

費 

消防施設整備事業 	8,873千円 

農 林 水 産 業 費 

第三期山村振興対策事業 	77,897千円 

農鷲潔裂墨備事業 	68.272千円 
団体営農道整備事業 	46,600千円 

農村総合整備モデル事業 	34,915千円 

水環境整備事業 	21,320千円 

野菜周年産地育成事業 	25,603千円 

農業基盤整備事業 	11,542千円 

土地改良総合整備事業 	9,331千円 

衛 
	

生 
	

費 

喫案響纂鷲難胃 12.000千円 
塵芥収集車購入 	 8,700千円 

霊園整備事業 	 5,331千円 

総 

地域づくり推進事業 	195,800千円 

交通安全対策事業 	2,600千円 

民 
	

生 
	

費 

福祉安心電話事業 
	

1,320千円 

歳 出 
その他 

198,127千円（5.0%) 

ん防叙 
269,193千円（6.8%)\ 	へ 

土 	木 	費 
355,909千円（8.7%) 

衛 	生 	費 
402,247千円（10.0%) 

民 	生 	費 
422,056千円（10.4%) 

農 林水産 業 費 
464,162千円（11.5%) 

公 	債 	費 
500,666千円（12.4%) 

教 	育 	費 
666,967千円（16.5%) 

総 	務 	費 
755,450千円（18.7%) 

へ 

老人保健特別会計 

歳入 	 802,881千円 

支払基金交付金 	560,293千円 

国庫支出金 	161,723千円 

その他 	 80,865千円 

歳出 	 802,881千円 

医療諸費 	 802,878千円 

その他 	3千円 

医療諸費 

その他 

水 道 事 業 会 計 

事業収益 	 183,673千円 

給水収益 	141,636千円 

その他の営業収益 	154千円 

受取利息及び配当金・・・13,500千円 

他会計補助金 	28,333千円 

雑収益 	 50千円 

事業費用 	 183,673千円 

原水及び浄水費 	21,225千円 

配水及び給水費 	14,906千円 

総係費 	 46,469千円 

減価償却費 	38,144千円 

支払利息 	57,206千円 

その他 	 ・5,723千円 

資本的収入 	 720千円 

資本的支出 	82,219千円 

うち企業債償還金 	42,419千円 

農業集落排水事業特別会計 

歳入 	 238千円 

繰入金 	 237千円 

繰越金 	 1千円 

歳出 	 238千円 

公債費 	 238千円 

G寺別会言D  
国民健康保険特別会計 

歳入 	 1,138,478千円 

国民健康保険税 	437,416千円 

国庫支出金 	581,379千円 

療養給付費交付金 	31,967千円 

繰入金 	 78,286千円 

その他 	  9,430千円 

歳出 	 1,138,478千円 

保険給付費 	806,177千円 

老人保健拠出金 	237,881千円 

総務費 	 63,799千円 

その他 	 30,621千円 

③ 広報かむぎ川川川'I'll,,,' 

一 般 	会 	計 4,034,777千円 

特

別
会
 
計
 
 

1,138,478千円 国 民 健 康 保 険 

老 	人 	保 	健 802,881千円 

水 	道 	事 	業 183,673千円 

農業集落排水事業 238千円 

合 	 計 6, 160, 047千円 

主な施策・事業 



N 事 業 名 平成4年度 平成 5年度 平成 6年度 平成7年度 

活
用
型
事
業
 

補
 
助
 
金
 

コ，リの 
町づくり事業 

普及展示ほの 
設置 

普及展示ほの 
設置 

普及展示ほの 
設置 

種 子 購 入 ュ一リ祭り開催 ュ一リ祭り開催 

PR資料発行 

基
 
金
 
活
 
用
 
型
 
事
 
業
 

野菜産地化 
育成事業 

講演会開催 講演会開催 講演会開催 講演会開催 

太宰の里 
づくり事業 

さ く らん‘I 
展示ほの設置 

さ く らんlま 
展示ほの設置 

さ く らん‘ご 
展示ほの設置 

さ く らん‘書
展示ほの設置 

普及推進活動 普及推進活動 普及推進活動 普及推進活動 

苗 木 購 入 PR資料発行 

集団育成事業 

栽 培 研修 栽 培研修 

市場開拓研修 市場開拓研修 

地域懇談会 地域懇談会 地域懇談会 地域懇談会 

(
 

自
分
の
か
ら
だ
大
切
に
し
よ
う
 

人
間
ド
ッ

ク
受
付
 

公
立
金
木
病
院
で
は
、
四
月
か

ら
住
民
の
健
康
維
持
、
病
気
の
早

期
発
見
の
た
め
、
二
日
間
（
通
院
）
 

人
間
ド
ッ
ク
を
次
の
と
お
り
実
施

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

ニ
、
実
施
期
間
 

実
施
期
間
は
二
日
間

（
通
院
）
 

第

ー
グ
ル
ー
プ
 

火
曜
日

ー
 

水
曜
日
 

第
ニ
グ
ル
ー
プ
 

木
曜
日

ー
 

一
、
予
約
 

金
曜
日
 

金
木
病
院
事
務
の
人
間
ド
ッ
ク

担
当
係
に
予
約
し
ま
す
と
、
予

定
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

(
 

三
、
費
用
 

三
六
、
〇
五
〇
円

（
消
費税
込
）
 

申
込
時

一
万
円
 

町
で
は
県
の
助
成
を
受
け
、
今

年
度
か
ら
 
「い
き
い
き
む
ら
づ
く

り
特
別
対
策
事
業
の

一
環
と
し
て
 

『金
の
な
る
木
育
成
事
業
』
を
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
 

こ
の
事
業
は
、
県
が
県
内
各
町

村
の
慢
性
的
な
農
業
停
滞
を
打
破

し
、
活
カ
に
あ
ふ
れ
、
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
さ
せ
る
た
め

昨
年
度
計
画
着
手
し
た
も
の
で
、
 

今
年
度
か
ら
平
成
七
年
度
ま
で
の

四
年
間
で
実
施
す
る
。
 

金
木
町
の
計
画
と
し
て
は
、
次

の
四
つ
が
柱
と
な
っ
て
い
る
。
 

①
ュ
リ
の
町
づ
く
り
事
業
 

現
在
町
で
は
花
き
栽
培
へ
の
取

組
み
が
な
い
こ
と
か
ら
、
高
収
益

性
、
増
殖
性
、
商
品
と
し
て
の
多

様
性
を
持
つ
ュ
リ
の
栽
培
に
取
組

み
、
良
品
質
の
主
産
地
形
成
、
ユ

リ
園
設
置
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等
を

展
開
し
、
ユ
リ
の
町
を
定
着
さ
せ

る
。
 

②
野
菜
産
地
化
育
成
事
業
 

水
稲
、
野
菜
の
複
合
経
営
と
野

菜
の
産
地
化
を
図
る
た
め
講
習
会

を
開
催
し
、
基
礎
知
識
を
習
得
す
 
 る

。
 

③
太
宰
の
里
づ
く
り
 

太
宰
治
の
桜
桃
忌
に
ち
な
み
、
 

地
域
に
密
着
性
の
あ
る
さ
く
ら
ん

ぼ
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
地
元
産

の
さ
く
ら
ん
ぼ
に
よ
る
桜
桃
忌
の

開
催
な
ど
、
太
宰
治
の
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
を
も
と
に
観
光
農
業
を
確

立
す
る
。
 

④
集
団
育
成
事
業
 

今
回
の
事
業
に
取
り
組
む
農
家

・

集
団
の
先
進
地
視
察
、
市
場
開
拓

研
修
・
調
査
、
栽
培
技
術
検
討
会

等
を
行
な
い
、
本
事
業
の
推
進
方

法
、
集
団
の
育
成
方
法
な
ど
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

こ
の
四
つ
の
具
体
的
事
業
の
財

源
は
、
県
か
ら
の
補
助
金
が
、
年
 
 間

約
二
五
〇
万
円
で
四
年
間
の
総

額
は
お
よ
そ

一
、
〇
〇
〇
万
円
と

な
る
。
補
助
金
活
用
型
事
業
と
基

金
活
用
型
事
業
と
に
区
分
さ
れ
る

が
、
事
業
完
了
の
平
成
七
年
度
ま

で
に
は
す
べ
て
投
資
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
 

実
施
初
年
度
の
今
年
は
、種
子
・

苗
木
の
購
入
な
ど
普
及
展
示
ほ
の

設
置
に
二
四
〇
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。
 

こ
の
事
業
の
取
組
み
に
よ
り
、
 

米
と
野
菜
の
複
合
経
営
確
立
、
地

域
に
密
着
し
た
観
光
農
産
物
の
開

拓
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
農
村

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
 

活
力
が
あ
り
、
そ
し
て
潤
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
歩
と
な
る
。
 

mH川川川広報かなぎ ④ 

『金
の
な
る
木
育
成
事
業
』
スタ
ー
ト
 



へ
 

残
金
は
一
日
目
検
査
終
了
時
に

お
支
払
い
下
さ
い
。
 

四
、
検
査
項
目
 

一
日
目
 

〇
身
体
測
定
 

〇
検
尿
 

（
蛋
白
、糖
、
潜
血
、
沈
漬
）
 

o

検
便
 

o

血
液
検
査
 

（
貧
血
、血
液
型
、
肝
‘
腎
機

能
、
梅
毒
、
B
型
肝
炎
、血
糖
）
 

〇
胸
部
写
真
撮
影
 

o

超
音
波
検
査
 

（
肝
、胆
、
勝
、
腎
）
 

〇
内
視
鏡
検
査
 

（
胃
、十
二
指
腸
）
 

〇
肺
活
量
 

〇
、心
電
図
 

二
日
目
 

o

内
科
診
察
 

〇
外
科
診
察
 

〇
婦
人
科
診
察
 

o

大
腸
透
視
撮
影
 

五
、
注
意
事
項
 

実
施
一
日
目
・
二
日
目
の
朝
は

食
事

・
水
分
を

一
切
と
ら
ず
、
 

ま
た
薬
や
タ
バ
コ
な
ど
も
飲
ま

ず
に
八
時
三
〇
分
ま
で
に
お
い

出
下
さ
い
。
 

（
前
夜
及
び
、
 一
日
目
の
夜
も

九
時
以
後
は
食
事
を
し
な
い
で
 

下
さ
い
。
 

実
施
一
日
目
の
朝
の
便
を
、
あ

ら
か
じ
め
、
お
渡
し
す
る
容
器

に
入
れ
て
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

実
施
一
日
目
の
当
日
、
健
康
質

問
表
を
全
部
記
入
し
て
ご
持
参

下
さ
い
。
ま
た
、
ド
ッ
ク
表
も

ご
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

検
査
結
果
の
発
送
 

検
査
結
果
は
、
結
果
通
知
表
で

二
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。
 

検
査
成
績
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
 

生
活
指
導
の
項
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

そ
の
他
 

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
に
お
願
 

い
致
し
ま
す
。
 

〇
三
七
ー
〇
一
一
 

金
木
町
大
字
金
木
字
菅
原

一
九
 

公
立
金
木
病
院
 

医
事
課
 
人
間
ド
ッ
ク
担
当
係
 

〇

一
七
三
（
五
三
）
三
一
一
一
 

▲谷内建設のみなさん

▼羽工建設のみなさん 

み
ん
な
元
気
 

出
稼
農
業
就
労
者
事
業
所
訪
問
 

平
成
3
年
度
の
出
稼
農
業
就
労

者
事
業
所
訪
間
が
、
2
月
2
5日

ー
 

2
6日
の
一
一
日
間に
わ
た
っ
て
千
葉

県
及
び
東
京
都
で
秋
元
助
役
、
中

谷
農
業
委
員
会
々
長
の
同
行
で
行

わ
れ
た
。
 

2
5日
は
千
葉
県
市
原
市
の
脚
谷

内
建
設

（
中
谷松
男
外
2
0名
）
、
 

2
6日
は
東
京
都
渋
谷
区
の
株
羽
工

建
設

（
伊
藤為
弘
外
7
名
）
を
訪

間
し
、
両
事
業
所
の
宿
舎
及
び
会

社
に
お
い
て
、
指
導
相
談
会
を
開

催
し
た
。
指
導
相
談
会
で
は
、
町
 
 助

役
が
あ
い
さ
つ
、
農
業
委
員
会

々
長
か
ら
の
認
定
農
業
者
制
度
、
 

モ
デ
ル
事
業
、
農
業
者
年
金
制
度
、
 

転
作
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た

後
に
い
ろ
い
ろ
な
話
し
合
い
が
持

た
れ
た
。
 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
 

①
川
倉
地
区
排
水
対
策
特
別
事
業

に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

②
町
政
に
つ
い
て
（
芦
野
公
園
整

備
事
業
等
）
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
 

③
町
全
体
に
関
し
て
の
情
報
資
料
 
 等

を
月
一
回
位
の
割
合
で
送
付
願

い
た
い
 

④
小
規
模
農
家
に
対
し
て
、
育
苗

を
作
業
委
託
で
き
な
い
も
の
か

⑤
今
後
も
毎
年
事
業
所
を
訪
間
し

て
、
情
報
交
換
及
び
新
規
事
業
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
ほ
し
い

以
上
の
質
疑
、
要
望
が
出
さ
れ
、
 

出
席
者
全
員
で
活
発
な
意
見
交
換

が
あ
っ
た
。
 

ま
た
、
各
事
業
所
と
も
出
稼
就

労
者
に
対
し
て
、
安
全
衛
生
、
宿

舎
施
設
、
福
利
厚
生
、
食
事
等
に

関
し
て
充
分
な
気
遣
い
を
し
て
お

り
、
安
心
し
て
就
労
で
き
る
よ
う

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
。
 

金
木
町
農
業
委
員
会
 

大
橋
良
昌
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